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令和 6 年度 学校評価（各部・学年・教科の努力目標及び具体的方策） 

 

栃木県立佐野東高等学校 

本年度の重点目標        

１ 確かな学力を育成するために、学習習慣の確立を支援するとともに、多様な学習活動を行う  

 (1-1) 学習意欲を喚起する授業改善に取り組み、生徒が学ぶ楽しさを知ることで自主的・自律的な学習習慣

の定着を図り、確かな学力を育成する（学習指導部）    

 (1-2) 各教科・科目等の相互の関連を図りながら、教科等横断的な学習を充実させる（学習指導部） 

 (1-3) 読書を奨励し、豊かな教養と高い知性、社会的見識を身に付ける（学習指導部）  

２ 豊かな人間性を育むために、学校行事・部活動・ボランティア活動など、様々な活動の場を提供する  

 (2-1) 体験により実感させる活動(部活動、学校行事、生徒会活動、学校家庭クラブ活動等)に主体的に取り

組み、自己肯定感を高めるとともに、共感する心を培う（特別活動部） 

 (2-2) 学校不適応生徒の予防的措置と組織的な体制強化を図る（生徒指導部）    

 (2-3) 報･連･相を徹底し積極的に情報共有することで、いじめ問題等の根絶に努める（生徒指導部）  

３ より高みを目指した進路実現のために手厚い指導・支援をするとともに、探究型キャリア教育を推進する  

(3-1) 「キャリアプロジェクト啓」や地域連携活動により学びの幅を広げ、より高みを目指した進路意識を醸成す

る（進路指導部・特別活動部）       

 (3-2) 個に応じた多様な進路選択が実現できるよう、３年間を見据えた「キャリアプロジェクト啓」のブラッシュアッ

プを目指す（進路指導部）      

 (3-3) 自己の在り方生き方を考え、社会参画・社会貢献の意欲を育む（進路指導部）  

４ 安全・安心な環境のもと、保護者や地域との連携を深め、開かれた学校づくりを推進する  

 (4-1) 安全・安心な教育環境づくりに努める（健康指導部・生徒指導部）    

 (4-2) 広報活動を充実させ、教育活動への理解を図る（教務部）    

 (4-3) ＰＴＡや同窓会と連携し、地域のなかで信頼される学校づくりに努める（渉外部）  

５ 教職員がやりがいをもって職務にあたるとともに、業務改善と意識改革により、生徒と向き合う時間を確保

する     

(5-1) 教職員がやりがいをもって意欲的に取り組めるよう、協働できる環境をつくる（教務部）  

 (5-2) 校務分掌の職務内容や分担を継続して検証するとともに、業務の見える化を図る（教務部）  

 (5-3) 校務支援システムをより効果的に活用する（教務部） 
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令和６年度 努力目標及び具体的方策   

教務部 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇業務改善と意識改革により、

生徒と向き合う時間を確保し、

教職員がやりがいを持って意欲

的に取り組み、共働できる環境

をつくる。5-1，5-2，5-3 

〇校務分掌の職務内容や分担を

検証し、業務の見える化を図る。 

〇校務支援システムをより効果

的に活用する。 

○ICT 支援員との連携し、業務の

効率化を図る。 
 

Ｂ 

 

成果 ：毎日の職員間の連絡や、月ごとの生徒の

出欠や欠課時数、成績処理、指導要録の作成など

で校務支援システムが効果的に活用されるよう

になった。また学校支援員や ICT 支援員などと連

携することで、業務の効率化がある程度図られて

きた。 

改善すべき点： 

・校務支援システムが全ての高校に対応できる

よう汎用性が高く設計されているため、どこにど

のような機能があるのか分かりにくく使いづら

いため、改善が求められる。 

・校務分掌の業務内容と分担の検証を十分に行

い、業務の見える化を図っていくことが今後の課

題である。 

○安全・安心な環境のもと、保

護者や地域との連携を深め、開

かれた学校づくりを推進する。

4-2 

○学校案内を通して広報活動を

充実させ、中学生等に対する教育

活動への理解を図る。 

○特別活動部や学年等と連携し

て、学校ＨＰの更新を、充実させ

る。 
Ａ 

成果 ：今年度は学校案内を刷新することで、中

学生や保護者に対し、本校の教育活動をより効果

的に発信することができた。またClassiなど ICT

を活用することで、生徒や保護者へより正確で頻

度の高い情報発信が可能となった。 

改善すべき点：学校全体や各学年の行事、部活動

等活動の様子を、それぞれの担当がＨＰを通じ可

能な限り発信したが、中学生等に対する情報発信

という意味では、今後は Classi を通じた情報発

信と、ＨＰによる情報発信の棲み分けを工夫する

必要がある。 

 
 
学習指導部 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

 〇学習意欲を喚起する授業改善

に取り組み、生徒が学ぶ楽しさを

知ることで自主的・自律的な学習

習慣の定着を図り、確かな学力を

育成する。1-1 

〇各種調査、講演会、ICT 等を活

用した授業研究の推進し、公開授

業を活用して、生徒の学習意欲を

喚起するとともに、授業改善に資

する。 

 

Ｂ 

 

成果 ：ICT や学習支援ツールを使用して授業の

工夫が見られ、生徒の学習意欲を向上することが

できた。 

改善すべき点：引き続き公開授業等を通して授業

改善に取り組み、生徒に還元できるような取り組

みをしていく。 

 〇各教科・科目等の相互の関連

を図りながら、教科等横断的な学

習を充実させる。1-2 

〇文系・理系の枠にとらわれず、

各教科等の学びを基礎としなが

ら、様々な情報を活用した授業を

工夫し、実践していく。 

 

Ｂ 

 

成果 ：授業で文理を問わずに様々な分野の知識

を活用し学習することができている。文理にとら

われずに考えることができる生徒が増えている。 

改善すべき点：教科等横断的な学習の取り組みや

授業をもっと充実させていく。 
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進路指導部 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇進学意欲の向上と受験指導の

充実 

3-1，3-2 

 

〇進路行事、進路情報提供、進路

相談を効果的に行う。 

○学年と進路の連携を強化し、模

試や課外を有効活用しながら生

徒一人一人に合った受験指導を

する。 

○面接・小論文指導については全

職員であたる。 

Ａ 

成果 ：進路資料室での情報の更新を毎日行い、

資料室を活用する生徒も見られた。生徒一人一人

に熱心に対応している先生が多かった。面接小論

文指導については全職員で実施できた。 

改善すべき点：進路が決まった生徒への指導 

〇キャリアプロジェクトの充実

3-1，3-2 

〇昨年度の探究活動をさらに改

善し、深化をはかる。 

○生徒が主体的に動けるような

企画の工夫をする。 

 

Ｂ 

 

成果 ：各大学や外部の方々との連携を図り生徒

が探究に対して取り組みやすい環境を提供して

いた。三菱みらい財団の助成を受けることができ

た。 

改善すべき点：学校の方針を共通理解できるよ

う、教員間で認識をすりあわせる必要がある。 

 
 
特別活動部 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇教科外活動の活性化の推進を

図り、生徒が各種活動に主体的

に取り組める環境整備を行う。

2-1 

〇主体的な生徒会活動の推進と

部活動の参加、活溌な活動の推

進、学習との両立への指導を行

う。 
Ａ 

成果 ： 

・積極的な参加がみられた。      

・生徒の高い関心のもと部活動を行っている。 

改善すべき点：  

・部活動再編は計画的に。 

・生徒会が中心になりすぎて、各クラスの委員が  

あまり動けていない。 

 〇生徒会行事の推進と学校行事

に積極的に関わり生徒間の親睦

を深め、他を思いやる心や共感す

る心を育む。2-1 

〇クラスマッチ、合唄コンクー

ル、葉聖里祭の企画運営を生徒会

および関係クラス委員で実施し

成功に導けるよう尽力する。 

 

Ｂ 

 

成果 ： 

・行事が盛り上がり成功していた。 

・学校評価においても生徒、保護者とも肯定的 

な意見が多く主体的に活動できた。 

改善すべき点：  

・学校祭では生徒中心に進められるよう、教職員

が支援する。 

・行事の翌日の欠席者を少なくする方策を検討

する。 

 
生徒指導部 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

 〇生徒が生き生きと学習活動や 

部活動などに主体的に参加、努力 

することで豊かな人間性を身に 

付けさせる。4-1 

 

〇登下校時の挨拶や資格取得、部 

活動、ボランティアなどの活動を 

通じて、生徒が自ら声を発し、行 

動出来るように育成する。 

Ａ 

成果 ：生徒・保護者アンケートより部活動 

への取り組みが良く出来ている。 

改善すべき点： より多くの生徒が挨拶を自ら 

できるようにする。 

 〇交通ルールや校則など規則を 

守ることの重要性をしっかり理 

解させ、生徒に社会性を身に付け 

させる。4-1 

 

〇日常生活で交通ルールや規則 

を意識し、時間を守り、教室や身

の周りの清掃を行い、礼儀正しい

挨拶が出来る生徒育成する。 

 

Ｂ 

 

成果 ：清掃や挨拶をしっかり行う生徒が増えて 

きた。 

改善すべき点：身の周りの清掃ができない生徒 

や歩きスマホをしている生徒の指導を徹底する。 
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健康指導部 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇生徒が安全・安心な学校生活が

送れるように環境を整え、健康の

維持向上を意識して生活し通い

たい学校づくりをする。4-1 

〇校内の安全確認を行い、危険個

所の把握・改善に取り組む。また、

自ら健康になるための行動を促

すため様々な場面で働きかける。 

 

Ｂ 

 

成果 ：古い物の処分や交換など、日々確認し改

善傾向にある。 

改善すべき点：机・椅子の古い物は交換すべき。

意識は生徒間の差が大きいので、全教員で指導を

していくべき。 

〇教職員の健康を維持向上させ

るため環境整備とサポート体制

を構築する。4-1 

〇相談しやすい環境作りと、プラ

イバシーに配慮した相談体制の

確立を実施する。また、受診等で

休暇を取りやすい雰囲気づくり

をする。 

 

Ｂ 

 

成果 ：健康診断は全職員が実施できた。相談は

校内だけでなく校外の環境や講演紹介を行った

がどこまで参加し活かされたかは見えない。 

改善すべき点：辞職した教員もいたことから、環

境作りとサポートの徹底が必要。一部への負担が

大きい。SC 利用を案内する。SC 相談時間を作り

たいがタイミングが合わない。管理職のリーダー

シップで部活動の精選を検討する。 

 
 
渉外部 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇学校の努力点を具体化するた

めの協力援助 4-3 

 

 

〇PTA 活動の見直しを行い、効率

的な活動を推進する。 

Ａ 

成果 ： 

・新しい役員を希望制にして募ることで、役員の

意識が向上した。 

・総会の持ち方を変え、準備の負担を軽減した。 

改善すべき点：総会時の質疑応答などをもっと効

率化する。  

〇積極的に保護者と職員との相

互理解を図る 4-3 

〇親善レクリエーションなどへ

の参加を通して、保護者と職員と

のより良い関係の構築に努める。 

 

Ｂ 

 

成果 ：文化祭に参加した。 

改善すべき点：ＰＴＡ活動の精選を行ったが、レ

クリエーションなどがなくなり、このままで良い

のか検討したい。 
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1 学年 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇授業を真剣に受け、『国数英は 

予習・理社は復習』を意識で学習 

サイクルを確立し、基礎学力の向 

上を目指す。 

 

 

〇生徒への声掛けの工夫し、目標

の意識づけをする。 

〇朝学も利用し、学習サイクルの

確立を目指す。 
Ａ 

成果 ：生徒・保護者評価も肯定的であり、模試

においても平均偏差値が過去最高であった。授業

や朝学においても真面目に取り組んでいた。 

改善すべき点：国数英から理社への比重の移行が

難しい。また、予習の意識づけさせることも課題

である。 

〇礼節を重んじ、自他を深く敬愛

する精神を養う。特に他人を尊重

し、いじめを根絶する。 

〇悩み等を話やすい環境づくり

をする。 

〇課題に対して、皆で解決するこ

とを生み出す。 

 

Ｂ 

 

成果 ：基本的な習慣や礼節の意識づけは、でき

た。いじめ等の問題に対しても早期・適切に対応

できた。 

改善すべき点： いじめ等が発生した場合は、校

内検討委員会を中心に、迅速かつ丁寧に対応す

る。 

 
 
２学年 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇進路についての目標を具体的

に設定し、計画性を持って学習に

取り組む姿勢を養う。 

 

 

〇進路行事を通して進路に関す

る意識を高め、自主的に学習に取

り組む環境を整える。 

〇家庭学習を習慣化し、毎日の学

習を通して基本的な力の強化を

図る。 
 

Ｂ 

 

成果 ： 

・朝学や土曜講座、放課後の学習、Kei プロの探

究活動を通して、主体的に学習に取り組む生徒が

増えた。 

・進路行事やオープンキャンパスに積極的に参

加し、自分の将来について具体的に考える生徒の

姿が見られた。 

改善すべき点：自主的に学習に取り組む姿勢が二

極化している。学習時間が不足している生徒も見

られるため、受験をしっかりと意識し自分の進路

実現のために学習に取り組むよう、働きかけ方を

工夫していく。根気強く声掛けを行いながらも、

それぞれの生徒に応じた対応を考えていく必要

がある。 

〇保護者や地域と協力して成長

を支え、２学年としての自覚を持

って意欲的に学校行事に取り組

ませる。 

〇面談を通して生徒理解を深め、

悩みや相談に対しては学年全体

で協力して対応する。 

〇学校での様子を積極的に伝え、

中心学年として意欲的に学校行

事に取り組ませる。 
Ａ 

成果 ：  

・Classi やホームページを活用して情報を発信

するなど、保護者との情報共有がとりやすくなっ

た。 

・学年団が協力して学年全体の生徒に関わる体

制がとれており、早めに話し合いや相談をしなが

ら、心配な生徒に対して早期に共通理解を図りな

がら対応した。 

改善すべき点：生徒が主体的に活躍する場面が増

えたが、一方で自分の考えを持ちながらも積極的

に発言することを苦手とする生徒もいる。不安を

抱える生徒など個々生徒の特性を見極めながら

細やかな対応をするためにも、保護者との連携を

さらに強化していく。 
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３学年 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇進路目標を早期に立てさせ、自

己の進路希望実現に向けての学

力向上を促進する。 

〇平日「学年＋１時間」以上、休

日は倍の自主学習を目標とし、課

題の内容も改善する。 

〇平日・土曜・長期休業中の課外

を充実させる。 

 
 

Ｂ 

 

成果 ： 

・朝学（英語など）が習慣化してよかった。自習

ができていた。 

・共通テスト準備など、それぞれの目標に向かっ

て学習できていた。 

改善すべき点： 

・課外授業をもっと魅力あるものにすべきだっ

た。（参加人数が少ない）実施方法を改善すべき

である。 

・課外授業の日程調整が必要である。 

・土曜課外は実施の有無も含めて、検討すべきで

ある。 

・進路内定者の学習指導を徹底する。 

・学習量が不足している。 

〇自分で物事を考え、自分で解決

していく姿勢を身に付けること

ができるよう支援する。また最高

学年としての自覚をもたせ，リー

ダーシップを発揮させる 

〇学校行事に意欲的に参加させ、

自主的で、規律ある学校生活を送

らせる。 

〇進路関係の学校行事を外部機

関を活用しながら実施し、進路実

現に向かわせる。  

Ａ 

成果 ： 

・多くの生徒は規律ある学校生活を送れていた。 

・外部機関を活用して進路実現の準備ができた。 

・小論文や面接対策等が役に立った。講座が充実

していた。 

・最高学年として取り組み方がよかった。 

・学校行事への参加率が高く、ルールをよく守っ

ていた。 

改善すべき点： 

・生活態度が芳しくない生徒への指導をもっと

すべきだった。 

・生徒にもっと進路に関する後押しがあっても

よい。 

・進路行事をより効果的にするために、実施時期

を検討する。 

 
 
国語科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇学習習慣の定着をはかる。 

 

 

〇授業を中心にした課題を作る

ようにし、課題や教材の効果的な

提出をさせる。 

 

Ｂ 

 

成果 ：それぞれの学年において授業展開に見合

った課題を作成することで、生徒は個々に応じた

学習に取り組みやすくなった。 

改善すべき点：欠席や学校行事等で不規則な日課

を過ごす場合に、学習状況の把握が徹底できなか

った。 

〇自主的な学習にとりくめる環

境を整備する。 

〇生徒が学習計画を立てやすい

ように年間を見通した課題計画

を提示する。 

 

Ｂ 

 

成果 ： それぞれの学年において課題計画を提

示することによって、生徒は全体の見通しをたて

ることができた。 

改善すべき点：部活動の繁忙期や他教科課題と重

複した時期は取り組みの不十分さが目立った。 

取り組み方に課題が残った。 
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地歴公民科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

 〇地理･歴史への興味を持てる

よう授業計画を行い、理解を深め

定着をはかる。 

 

 

〇学習に主体的に向える動機付

けをはかり、地理的・歴史的な知

識の定着と思考力の伸長をはか

る。 

 

Ａ 

成果 ： 

・インターネット上で提供される Google マップ 

や GIS（地理情報システム）を使って、地形や 

都市の分布、気候条件などを視覚的に把握し、 

思考力を高めることができた。 

・ICT 教材を活用し、映像資料や地図､グラフ、 

統計資料などを効果的に用いることで、生徒の 

興味関心を喚起し、知識の定借をはかった。ま 

たハザードマップなどを用いたグループワー 

クを通じ、身近な地域で予想される災害を考 

察し、思考力や判断力、そして自らの考えを発 

表する表現力を養う授業展開を心がけた。 

・講義形式の授業の他に、映像やタブレットを 

使いながら、既習事項の確認を行った。また、 

生徒同士のグループワークも入れ、自分の意見 

や考え方を発信できた。 

・世界史や歴史総合に興味を持てるよう、ロイ 

ロノートや ICT 機器、「学び合い」などを活用 

しながら授業に取り組んだ。その結果、生徒同 

士の学び合いが行われ、興味・関心を高めると 

ともに歴史の理解が深まった。 

改善すべき点：  

・ICT を用いすぎることによって、生徒が情報 

過多に陥ることがあった。 

・各々の生徒の理解度には幅があるため、情報 

過多により思考が進まなくなる生徒もみられた。 

適切な教材の取捨選択をするなど、教材の精選 

が今後の課題である。 

・課題づくりに苦労した。単に穴埋めだけでけ 

ではなく思考力をより高める教材を作成したい。 

 〇現代社会で起きている諸問題

に対する理解と関心を深める。 

〇自己をみつめ、社会とのかかわ

りを考え、当事者意識を持つこと

により、世界の諸課題に対する思

考力や表現力を養う。 

 

Ａ 

成果 ：  

・ギリシャの三哲の学を学び、自分の行動基準や

人生の目的を考えるきっかけとなった。ベンサム

やミルの「功利主義」について考えより自分らし

い倫理観を身につけるこができた。 

・平和主義（憲法第 9条や戦後の外交政策）を 

学ぶことで、生徒は自国の戦争に対する立場や 

その背景について深く理解し、自分たちの平和 

のためにできるのかを深く考えることできた。 

自分がどのように平和を守るために行動すべ 

きかを考え、自国だけでなく、世界全体の問題 

に対して責任を感じる意識が強くなった。 

・生徒に、今起きている国際問題への理解を深め 

てほしいという思いから、駐日欧州連合代表部 

による出前授業「EU があなたの学校にやって 

くるプロジェクト」の企画・運営を地歴公民科 

の教員を中心に各先生方のお力をお借りしな 

がら実行した。その結果、ルーマニア大使が来 

校し、生徒の質問に直接答えてくださる機会を 

設けるなど、有意義な学びにつながった。 

改善すべき点：  

・生徒が自分の考えを表現できるよう、意見形成

の場を用意し、ニュースなどから生徒たちが興味

を持てるテーマを選定する必要性を感じた。 

・株式や為替に関する模擬金融演習、グラフの読

み取りと背景の考察が不足してしまった。 
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数学科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇授業の充実を図りながら、自主

的・主体的態度の育成をし、基礎

基本の定着を図る。 

 

 

〇授業目標を明確にし、その目標

を実現するために、課題や発問の

工夫をしながら、学習活動を充実

させる。 

〇家庭学習を促進する。 

①１学年においては、家庭学習の

定着の工夫 

②２・３学年においては、自己実

現に向けての学力および意欲向

上の指導の工夫 

○観点別評価を意識した指導や

テスト作成を行い、検討する。 

 

Ｂ 

 

成果 ：定期テスト前の学習だけでなく、家庭学

習の定着が図れた。朝学の時間を使って模試の対

策ができ意欲が向上した。各学年で協力できた。

指導・評価が適切に行われた。 

 

改善すべき点：完成ノート以外にも自ら学習をす

るための工夫が必要。土曜講座の内容と担当者の

割り振りについて、検討が必要である。  

〇教職員間で、情報を共有し連携

しながら、生徒１人１人にきめ細

やかな指導し、進路実現可能な学

力を身につけさせる。 

〇定期試験や実力試験、模擬試験

等の分析を学年だけでなく、教科

内で共有し、指導方法の工夫や教

材選定を実施する。 

〇１年土曜講座を全員で対応し、

生徒状況を共有する。 

〇質問に来た生徒に対して、全員

で対応できるようにする。 

〇大学共通テストに対応できる

指導法を検討する。 

 

Ｂ 

 

成果 ：  

・土曜講座・質問について全員で対応することが

できた。 

・教科会で試験の分析が行えた。 

改善すべき点：  

・授業内容進度、副教材など学年単位で動いてし

まい、科としての共通理解が得られていない。 

・質問に来る生徒が減っている。 

 

 
 
理科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇学習意欲を起こさせる授業を

展開する。 

 

 

〇生徒が興味関心を持って主体

的に学習に取り組むことができ

るように、日常生活に関連した身

近な現象を実感させるような学

習活動を充実させる。 

〇大学や企業の方を講師に招い

て、現代社会との関連を知るため

の探究講座を実施する。 

 

Ｂ 

 

成果 ： 

実験やコラムをとおして、日常生活との関連や身

近な現象から、興味を持ち学習に取り組む様子が

見られた 

改善すべき点：  

今年度は、探究講座を実施しなかった。生徒の希

望も多様であるため講座数にも限界があるため

である。いろいろな大学の体験プログラム等の案

内を掲示し代替した。 

〇進路実現のための指導や支援

を行う。 

〇学力に応じた段階的な指導の

実施や到達目標を持たせること

で学力の定着と向上を目指す。 

〇授業、週末課題、土曜講座等を

活用し、様々な問題・課題に挑戦

させ、実践力を高める。 

 

Ｂ 

 

成果 ：問題演習プリント等を用いて段階的な指

導ができた。また、物理と生物では２年の朝の学

習で基礎基本の定着を指導した。：  

改善すべき点：長期休業中の課題や他の課題の提 

出状況が、あまりよくない傾向がある。今後は、 

徹底した指導を心がける。 
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英語科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇基礎から応用までを踏まえた分かる

授業の推進 

 

 

〇５技能を意識した授業の展開 

〇相互活動を含めたアウトプッ

トにつながる授業の工夫 

 

 

Ｂ 

 

成果 ： 

・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用し、幅広い

活動ができた。 

・ＡＬＴの協力もあり、パフォーマンステストの

実施など、アウトプットにつながる授業が実践で

きた。 

改善すべき点：ＡＬＴによる授業を増やし、スピ

ーキングやプレゼンテーション等にもっと取り

組ませたい。 

〇評価の工夫 〇定期試験、実力テスト、課題

テストの内容の吟味と実施後の

指導及び評価の工夫と改善 

〇小テスト、週末課題等の選定や内容、

実施方法、評価の工夫 

〇適切な観点別評価の確立 

 

Ｂ 

 

成果 ：  

・観点別評価の校内基準に従って、適切に成績処

理を行うことができた。 

・生徒の実情に合わせた課題や小テストを課し、

基礎力の定着がはかれた。 

改善すべき点： 

・定期テストの出題内容や、課題の量や内容をさ

らに検討する。 

・よりよい評価の在り方について教科内でさら

に検討していきたい。 

 
 
保健体育科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇心身ともに健全であり、礼節を

わきまえ品格を持って行動し、自

己実現を目指して活動する生徒

を育成する。 

〇運動や礼節の大重要性を自覚

させ、実際に行動し身につけさせ

る。活動は自己の目標設定をして

実施し、達成することで自己肯定

感を向上するようにする。 

Ａ 

成果 ：行動・挨拶等が全体的に品格とプライド

を持って実施してくれるようになったと感じ

る。挨拶できる生徒が殆どとなった。 

改善すべき点：生徒の自主的行動をもっと増や

しても良かった。次年度は更に自ら考え行動さ

せる機会を増やしていきたい。 

〇自他の生命を尊重し、生涯を通

じて健康と安全の課題に適切に

対応できる生徒を育成する。 

〇保健学習においては、生徒が自

ら研究し課題発見、探求、発信す

る体験をさせ、社会で活躍してい

く自信を持たせる。 
Ａ 

成果 ：課題研究をさせ、まとめてクラス内で発

表させることができた。成功・失敗、どちらも大

きな学び・体験になったと実感する。 

改善すべき点：一人に１度しか発表機会を作れな

かったので、何度か設けられるように工夫をす

る。 

 
芸術科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇感性豊かで創造力ある人間の 

育成 

 

 

〇芸術の多様な表現に関心を持

ち、生徒が自ら主体的に取り組も

うとする意欲を喚起できる授業

の導入の工夫・改善を図る。 

 

Ｂ 

 

成果 ：コロナ前の授業ができるようになり、多

様な芸術に関心を持つ生徒が増えた。 

改善すべき点：主体的に取り組むことができる喚

起の仕方、授業の導入の工夫には課題が残った。 

〇芸術を愛好する心情を育てる 〇幅広い芸術を鑑賞し、時代背景

や文化を理解し、その良さや美し

さを感受てるための工夫をする。 

 

Ｂ 

 

成果 ：生涯学習につなげるために、芸術の美し

さを感知する感性を磨くことができた。 

改善すべき点： 上辺の美しさだけでなく、奥深

くにある芸術の良さ、面白さを教授できるよう工

夫する。 
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家庭科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇課題解決型学習の実施により、

己の力を再認識し、自己肯定感を

高める。 

 

 

〇ホームプロジェクトを実施し、

課題解決力をさらに向上させ、互

いに発表することで、他者の学び

を取り入れ高め合う機会とする。 

Ａ 

成果 ：互いの発表から多くの気づきを得た様子

が振り返りシートに表れていた。 

改善すべき点：発表の機会を増やす 

 

〇体験により実感させる活動に

主体的に取り組み自己肯定感を

高めるとともに共感する心を培

う。 

〇３年保育基礎においてインタ

ーンシップを実施し、園児と生徒

の心の交流を深めさせる。 

 

Ｂ 

 

成果 ：園児とふれあうことができた。絵本読み

聞かせや活動から交流を深めることができた。 

改善すべき点：事前学習で、対象児年齢の発達段

階の特徴をもっと学習させて年齢に合わせた言

葉かけをできるようにさせたい。 

 

 

情報科 

努力目標 具体的方策 
評

価 

成果（上段） 

改善すべき点（下段） 

〇受験に対応できる力の育成 

（３年） 

 

〇課外授業の工夫 

○模試の復習や受験指導の工夫 
 

Ｂ 

 

成果 ：課外や個別指導を実施できた。 

改善すべき点：受験指導の確立。 

〇情報や情報社会に関心をもち，

自ら進んで情報及び情報技術を

活用しできる力の育成（２年） 

〇情報を適切に取り扱うことが

できるメディアリテラシーを身

に付けさせる。 

○探究活動において、課題解決に

興味を持ち、自ら進んで情報を活

用できるよう指導する。 

 

Ｂ 

 

成果 ：意欲的に取り組み、技術とスキルを身に

付けられた生徒が増えた。 

改善すべき点：教員側のスキル向上をさらにはか

る。 

 


